
 

 

 

〔二〕文法・語彙 

(一) 補助の関係とは、下の文節がすぐ上の文節に補助的な意味を添える関係の連文節である。 
(二) 映像を参照 

(三) 映像を参照 

(四) 映像を参照 

(五) 枠内傍線部の「が」は確定の逆接を表す接続助詞で，同じ働きなのはイ。アは主語を表す格助詞。 
ウは接続詞「だが」の一部。エは仮定の逆接を表す接続助詞。 

 
〔三〕古文 

(一) あう→おう 

(二) 絹は高価な布だったので、それぐらい価値があったということである。 

(三) 映像を参照 
(四) 映像を参照 
(五) 直前の一文が「おろかなるたぐひは」と始まることに注目すると、それに続く「人の見るばかりを憚はば

かりて、天のかがみ給たまふことを恥ぢぬ」、つまり、「人の見ることばかりをはばかって、天がご覧にな

ることを恥ずかしく思わない」という内容を「愚かで情けない心」といっていることがわかる。 
(六)「四し知ち」は、前の段落の震の言葉、「天も知り、地も知れり。我も知り、人も知る」を受けている。悪事

や不正は、誰も知らないと思っても、天地の 1 神々も知り、自分も相手も知っているのだから、恥ずかし

く思うべきことである、というのが震の考えである。 
 
【口語訳】 
 ある本に載っていることには、趙柔という人が道において、人が残し（ていっ）たところの金の宝物、一束を

見つけた。その値は、たくさんの絹に相当するというが、持ち主を呼んで返してやったので、人々はそれを聞い

て大いに趙柔を尊敬した。また、ある本に載っていることには、漢の楊震が東とう萊らいの長官として昌邑とい

う所を通ったところ、その地の役人が昔の縁があったので、金をひそかに震に渡そうとした。震が言うことには

「（このことは、）天も知り、地も知っている。我も知り、人も知っている。」と言って、最後まで金を受け取らな

かった。「四知を恥じる」というのはこれである｡ 愚かな者たちは、人の見ることばかりをはばかって、天がご覧

になることを恥ずかしく思わないのである。愚かで情けない心である。 
 

〔四〕 論説文 

(一) 映像を参照 
(二)「国語力を養う」のに「文書を書くという行為」が適していると述べた後，野球を「例」として、 

実践することの重要性を述べているので，例を挙げるときに用いる「たとえば」がよい。 
(三) 文章を書くようになって国語や英語の成績が「ぐんぐんと上がった」理由を前の部分から押さえる。 

「文章を書いてこそ論理力が養われる」からである。 
(四) この後の文章で、「文章を書くことの第二の意味」について説明されている。「疑似体験」の問題点が指摘 

された後、最終段落で、「人間は実体験を通して自分を作っていく存在」だと述べられている。 
(五) 映像を参照 
(六) 映像を参照 
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